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はじめに
　女性の月経は約１ヶ月の周期のリズムで女性ホ
ルモンにコントロールされ、月経開始から、月経
期、卵胞期、排卵期、黄体期を繰り返している。
脳の視床下部から指令を受けて下垂体から卵胞刺
激ホルモンが分泌され、徐々にエストロゲン（卵
胞ホルモン）が増加し、排卵が起こる。この時、
基礎体温は低温相を示す。排卵後は黄体刺激ホル
モンが分泌され、プロゲステロン（黄体ホルモン）
が増加して基礎体温は上昇し、高温相へと移行す
る。その後、黄体が衰退するとプロゲステロンの
分泌は止まり月経が起こる。このようなホルモン
と体温の変化に伴い、エネルギー消費は増減する。
基礎体温が高い黄体期はエネルギー消費量も多く
なる。味覚や嗜好、食欲はエネルギーの必要量や
ホルモンの変化に応じて影響を受け、食事量や食
事内容を変化させることが知られている１～５）。エ
ネルギー消費の多い黄体期では、甘味に対する嗜
好性が増すことや食欲が増強することが報告され
ている６）。また、塩味の感受性はプロゲステロン
が増える黄体期に低下し、月経期に高くなる７）。
しかし、これらの報告で一貫した結果は得られて
いない。
　近年では月経周期の前半の低温相と後半の高温
相の区別がない者や、体温が上がらない者など月
経周期のリズムの崩れた者が増えている８）。一方、

月経に関連する月経前の不快症状（月経前症候群：
PMS）などの体調不良は若年齢化している９）。
　そこで、本研究では、月経周期によって味覚や
嗜好に違いがあるか、まずは基本情報を得るため
に、女子大学生を対象に月経期とその他の時期に
おける塩味と甘味の嗜好について調査を行った。

実験方法
　平成 29 年７月に女子大学生 47 名を対象に塩味
と甘味に関する嗜好調査を行った。また、月経周
期と嗜好の関係を調べるため、嗜好調査日の月経
の有無についても調査した。
　嗜好調査は食事から２時間以上経過した空腹時
に実施した。４種類の濃度の食塩水と砂糖水を用
意し、濃度の薄いものから順に、官能評価を行っ
た。試液の濃度は食塩水は0.6%、0.8%、1.0%、1.2%、
砂糖水は４%、８%、10%、12%とした。
　美味しさの評価にはVisual analog scales（視
覚的アナログ目盛り法、以下VASとする）を用い、
100 mm長さのスケール上に左端を「美味しくな
い」、右端を「美味しい」と記し、当てはまる１ヵ
所に×印を記入するよう指示した。スケールの左
端の起点から×印までの距離（mm）を測定し、
美味しさのスコアとした。また、食塩水及び砂糖
水の最も好みの濃度を１つ選んでもらった。
　統計処理はIBM SPSS Statistics 20.0を用いた。
食塩水及び砂糖水それぞれの嗜好について濃度に
よる違いは一元配置分散分析を行った。月経の有
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無による嗜好の違いは二元配置分散分析を好みの
濃度の違いについては Peason のχ 2 検定を用い
た。

結果
塩味と甘味の好みの濃度
　図１に塩味の美味しさのスコアを濃度別に示し
た。塩味では、美味しさのスコアが最も高かった
のは、一番薄い濃度の 0.6%溶液で 36.5 mmであっ
た。食塩水の濃度が濃くなるにつれて、美味しさ
のスコアが低くなる傾向が見られ、1.0% 溶液よ
りも 1.2% 溶液で有意に美味しさのスコアは低く、
27.1 mmとなった。
　甘味は最も濃い濃度（12％）では美味しさのス
コアは低くなり、8%溶液よりも 12%溶液、10%
溶液よりも 12% 溶液で有意に低値で 30.2 mmと
なった（図２）。最もスコアが高かったのは８%
溶液で 41.3 mm であった。しかし、塩味も甘味
もスコアの平均値は 35 mm程度で全体的に低値

で美味しさの評価は低かった。

月経による嗜好の違い
　月経期と月経期以外の者で官能評価の結果を比
較した（図３、４）。塩味では月経の有無による
有意差がみられ、月経期では特に濃度の違いに
よって嗜好が大きく変化した。月経中の者では、
0.6% 溶液に対する美味しさのスコアが 45.7 mm
と最も高く、濃度が濃くなるにつれてスコアは低
くなった。0.6% 溶液よりも 1.0% 溶液、1.2% 溶液
のスコアは有意に低く、それぞれ 24.6 mm、
14.5 mm であった。1.2% 溶液に対する美味しさ
のスコアは著しく低かった。一方、月経期以外で
は食塩水の濃度によってスコアはほとんど変化し
なかった。最も濃い濃度の 1.2％溶液では特に月
経期かどうかで、美味しさのスコアに差がみられ
た（p＝ 0.051）。しかし、甘味については月経の
有無にかかわらず、いずれの濃度の砂糖水におい
ても美味しさのスコアに違いはみられなかった。

図1　塩味の嗜好（n＝ 47） 図 2　甘味の嗜好（n＝ 47）

図 3　月経期における塩味の嗜好の違い 図4　月経期における甘味の嗜好の違い
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　塩味及び甘味について、月経期と月経期以外で
最も好む濃度を比較した（図５、６）。月経期と
月経期以外で最も好む塩味濃度に違いがあるか、
χ 2 検定を行った結果、有意差がなかったものの
月経期では 0.6% 溶液の最も薄い濃度を好む者が
多く、1.2％溶液の最も濃い濃度を好む者はいな
かった。甘味では、月経期と月経期以外で最も好
む濃度に違いはみられなかった。いずれの時期も
４％を選ぶ者が最も多かった。

考察
　今回の嗜好調査では、全体的な傾向として塩味
と甘味は同様に濃い味を好まない傾向がみられ
た。嗜好調査の試液濃度の設定については、他の
報告を参考に行ったが 10）、低い濃度を好む傾向
がみられた。このことは、試液が食塩のみあるい
は砂糖のみで作製したためと考えられ、食事の味
付けに応用するためにはさらに検討が必要であ
る。月経周期との関連性では、塩味の嗜好に違い
がみられ、月経中の者では薄い味を比較的好み、
試液が濃くなるにつれて美味しさのスコアが有意
に低下した。最も濃い 1.2% 溶液では月経期以外
の者よりも月経期の者で美味しさのスコアが低値
を示し、より好まれない傾向がみられた。月経期
では塩味の感受性が高くなり、逆に黄体期では低
くなることが報告されている７）。今回の塩味にお
ける嗜好の結果も一致していて、月経期には塩味
の感受性が高いため、低い濃度の食塩水の評価が
高かったと考えられる。甘味の嗜好には月経の有
無による違いはみられなかった。黄体期にはプロ

ゲステロンの増加により、塩味だけでなく甘味も
含めて味を感じにくくなることが報告されてい
る 11）。しかし、今回の調査では、塩味のみに傾
向がみられ、甘味は月経の有無による差は認めら
れなかった。黄体期において、甘味の嗜好性が高
まることや食欲の増強、食事量の増加を報告して
いる研究もある６）。これらの報告ではその理由と
して、黄体期は妊娠への準備期間でもあり、プロ
ゲステロンによって、エネルギーを蓄えるように
変化するためとされている。プロゲステロンの分
泌量が増加するのは黄体期の後半であり、月経の
ない期間中の一部である。本調査では月経の有無
のみの情報しかないため、月経期ではないという
情報だけでは、黄体期後半を分別できていないこ
とが考えられる。また、月経不順や基礎体温の低
い者では月経はあっても黄体の形成に問題があっ
てプロゲステロンの分泌が少ない者も含まれてい
ることが考えられる。今後は、基礎体温や月経前
後の体調なども含めて調査し、月経周期の詳細と
合わせて嗜好や味覚の変化とそれに伴う食生活の
変化について考察していきたい。
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